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政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
（
丹
羽
宇
一
郎
・
委
員
長
）

は
９
月
７
日
、
国
が
自
治
体
の
事

務
を
縛
る
「
義
務
付
け
・
枠
付

け
」
の
廃
止
や
緩
和
に
関
す
る
見

直
し
案
を
ま
と
め
た
。
同
案
で

は
、
分
権
委
が
精
査
し
た
１
２
０

７
条
項
の
事
務
の
う
ち
、
８
８
１

条
項
の
事
務
に
つ
い
て
見
直
す
べ

き
と
判
断
し
て
い
る
。
分
権
委
で

は
、こ
の
見
直
し
案
に
基
づ
き
、第

３
次
勧
告
の
素
案
を
ま
と
め
る
。

こ
の
ほ
か
分
権
委
で
は
、
か
ね

て
か
ら
本
会
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
六
団
体
が
実
現
を
求
め
て
い
た

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に
つ

い
て
も
、「
義
務
付
け
・
枠
付
け
」

と
と
も
に
第
３
次
勧
告
へ
盛
り
込

む
方
針
を
固
め
た
。

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
に

つ
い
て
は
、
西
尾
勝
・
委
員
長
代

理
（
東
京
市
政
調
査
会
理
事
長
）

が
第
３
次
勧
告
の
素
案
と
も
ど
も

文
案
を
整
理
し
、
９
月
２４
日
に
開

か
れ
る
次
回
委
員
会
へ
提
出
す
る

予
定
。
な
お
、
分
権
委
で
は
９
月

中
の
勧
告
を
目
指
し
て
い
る
。

【
２
面
に
関
連
記
事
】

本
会
の
五
本
幸
正
会

長
ら
地
方
六
団
体
の
代

表
は
９
月
９
日
、
民
主

党
へ
「
国
と
地
方
の
協

議
」
を
早
期
に
開
始
す

る
よ
う
申
し
入
れ
た
�

左
下
掲
。
民
主
党
側
か

ら
は
鳩
山
由
紀
夫
・
代

表
、
菅
直
人
・
代
表
代

行
が
会
談
に
臨
ん
だ
。

従
来
か
ら
地
方
六
団

体
は
「
国
と
地
方
の
協

議
」
の
場
を
法
制
化
す

る
よ
う
求
め
て
き
た
。

国
が
立
案
す
る
施
策

は
、
国
民
生
活
の
向
上
を
目
指
す

行
為
で
あ
り
、
現
場
を
担
う
地
方

自
治
体
の
声
が
行
政
へ
反
映
さ
れ

れ
ば
、
真
に
国
民
生
活
を
豊
か
に

で
き
る
と
考
え
る
た
め
だ
。

自
治
体
が
担
う
事
務
は
医
療
や

福
祉
、
教
育
な
ど
国
民
生
活
に
関

わ
り
の
深
い
分
野
ば
か
り
。
現
場

で
汗
を
か
い
て
い
る
自
治
体
の
声

は
、
国
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
む

貴
重
な
事
例
集
と
い
え
る
。
民
主

党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
「
中
央
政

府
は
国
レ
ベ
ル
の
仕
事
に
専
念
」

と
掲
げ
て
い
る
が
、
全
国
的
に
実

施
す
べ
き
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
る

必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場

を
法
律
に
基
づ
い
て
設
置
」
と
明

示
し
て
い
る
。
９
日
に
申
し
入
れ

た
際
に
も
、
鳩
山
代
表
は
「
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
、
国
と
地
方
の
協
議

の
場
を
法
制
化
す
る
こ
と
は
約
束

し
た
」
と
発
言
し
た
ほ
か
、
法
制

化
前
で
あ
っ
て
も
「
（
で
き
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
）
実
施
し
て

い
き
た
い
」
と
地
方
側
へ
配
慮
す

る
考
え
を
示
し
て
い
る
。
早
急
な

実
現
が
望
ま
れ
る
。

総
選
挙
の
結
果
、「
地
域
主
権
」

の
確
立
を
掲
げ
た
民
主
党
が
政
権

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

民
主
党
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に

お
い
て
「
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
を
法
律
に
基
づ
き
設

置
す
る
と
明
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
政
権
へ
の
期
待
も
大

き
い
中
、
我
々
地
方
は
こ
の

方
針
を
大
い
に
歓
迎
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
早
期
の
法
制

化
を
願
う
と
と
も
に
、
国
民

生
活
の
向
上
と
我
が
国
の
発

展
の
た
め
、
積
極
的
・
建
設

的
な
協
議
を
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

経
済
・
雇
用
情
勢
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
局
面
が
続

い
て
お
り
、
特
に
雇
用
に
関

し
て
は
失
業
率
が
更
に
悪
化
す
る

と
の
懸
念
も
あ
る
中
、
当
面
の
景

気
対
策
に
つ
い
て
は
国
・
地
方
が

連
携
し
た
迅
速
か
つ
果
断
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
政
権
が
取
り
組
む
子
育
て
支

援
や
医
療
、
福
祉
、
社
会
保
障
制

度
改
革
、
地
域
再
生
な
ど
様
々
な

施
策
も
、
国
と
地
方
が
協
働

し
円
滑
に
機
能
す
る
制
度
を

作
っ
て
い
く
こ
と
で
よ
り
効

果
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

地
方
分
権
の
推
進
は
も
と

よ
り
、
予
算
の
組
替
え
や
税

制
の
見
直
し
、
新
年
度
の
予

算
編
成
等
は
、
地
方
へ
の
影

響
も
大
き
く
、
早
速
の
話
し

合
い
を
開
始
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
法
律
に

基
づ
く
「
国
と
地
方
の
協
議

の
場
」
の
設
置
に
先
立
ち
、

国
と
地
方
の
協
議
を
政
権
発

足
後
、
速
や
か
に
開
始
し
て
頂
く

こ
と
を
特
に
要
請
い
た
し
ま
す
。

平
成
２１
年
９
月
９
日

地
方
六
団
体

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1736号９月１５日平成21年
（2009年）

鳩鳩
山山
民民
主主
党党
代代
表表
らら
とと
面面
談談

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」に
関
し
地
方
六
団
体
が

第
３
次
勧
告
総
仕
上
げ
へ

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

国国民民生生活活のの向向上上とと安安心心をを目目指指ししたた
国国とと地地方方のの協協議議のの早早期期開開始始ににつついいてて

民
主
党
の
鳩
山
代
表（
右
か
ら
２
人
目
）、

菅
代
表
代
行
（
右
）
と
面
談
す
る
本
会
の

五
本
会
長
（
左
）
ら
地
方
六
団
体
の
代
表

（１） 平成２１年９月１５日 第１７３６号
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（抜すい）

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が

９
月
中
を
目
指
し
取
り
ま
と
め
を

急
ぐ
第
３
次
勧
告
に
は
、
国
に
よ

る
自
治
体
へ
の
「
義
務
付
け
・
枠

付
け
」の
見
直
し
と
合
わ
せ
、「
国

と
地
方
の
協
議
の
場
」
の
法
制
化

を
求
め
る
意
見
が
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
西
尾
勝
・
委
員

長
代
理
が
文
案
を
整
理
し
、
９
月

２４
日
に
開
催
さ
れ
る
第
９６
回
委
員

会
で
協
議
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

地
方
六
団
体
の
主
張
に
添
っ
た
内

容
と
な
る
見
通
し
だ
。

【
１
面
に
関
連
記
事
】

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の

法
制
化
に
つ
い
て
は
、
８
月
３０
日

の
総
選
挙
を
目
前
に
控
え
た
各
政

党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
選
挙
公
約

�
左
掲
�
に
掲
げ
た
こ
と
で
一

躍
、
政
治
テ
ー
マ
に
浮
上
し
た
。

各
政
党
へ
、
地
方
六
団
体
が
積
極

的
に
働
き
掛
け
て
き
た
こ
と
が
、

大
き
く
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
�
最
近
の
要
請
内
容
を
下
掲
。

「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の

法
制
化
は
、
地
方
六
団
体
が
設
置

し
た
新
地
方
分
権
構
想
検
討
委
員

会
が
、
平
成
１８
年
に
ま
と
め
た

「
分
権
型
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

中
間
報
告
に
端
緒
を
発
す
る
提
言

�
本
紙
第
１
６
１
７
号
掲
載
。
以

来
、
現
在
に
至
る
ま
で
地
方
六
団

体
は
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」

を
法
制
化
す
る
よ
う
強
く
求
め
て

き
た
。

総
選
挙
で
圧
勝
し
政
権
与
党
と

な
る
民
主
党
も
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
の

法
制
化
を
謳
っ
て
い
る
。
地
方
六

団
体
の
代
表
が
９
月
９
日
、
鳩
山

民
主
党
代
表
と
面
談
し
た
際
に
も

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
国
と
地
方

の
協
議
の
場
を
法
制
化
す
る
こ
と

は
約
束
し
た
」
�
１
面
参
照
�
と

の
言
質
を
得
て
お
り
、
法
制
化
が

確
実
視
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
た
。

た
だ
し
、「『
国
と
地
方
の
協
議

の
場
』
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
が

必
要
」
と
地
方
六
団
体
で
は
考
え

て
い
る
。
▽
具
体
的
に
何
に
つ
い

て
協
議
す
る
場
と
す
る
の
か
▽
協

議
に
臨
む
国
と
地
方
の
メ
ン
バ
ー

構
成
―
―
な
ど
、
不
明
確
な
点
が

多
い
た
め
だ
。
９
日
の
面
談
で

は
、
法
制
化
前
で
あ
っ
て
も「（
で

き
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
）
実

施
し
て
い
き
た
い
」
�
１
面
参
照

�
と
鳩
山
代
表
が
語
っ
た
。
し
か

し
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
明

言
し
て
お
ら
ず
、
先
行
き
は
不
透

明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

分
権
委
が
問
題
点
と
し
て
掲
げ

議
論
を
詰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
認
識
し
て
い
る
点
は
、
ま
さ
に

「
何
を
協
議
す
る
場
と
す
る
か
」

「
構
成
メ
ン
バ
ー
」の
取
り
扱
い
。

９
月
７
日
に
開
か
れ
た
第
９５
回
委

員
会
で
西
尾
委
員
長
代
理
が
、
こ

の
２
項
目
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

問
題
提
起
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で

に
地
方
六
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
ベ
ー
ス
に
集
約
し
、
第
３

次
勧
告
の
素
案
に
盛
り
込
む
こ
と

と
な
っ
た
。

な
お
、
７
日
の
分
権
委
で
は
地

方
六
団
体
の
意
見
や
主
張
に
基
づ

き
、
地
方
財
政
計
画
に
対
す
る
関

与
や
、「
義
務
付
け
・
枠
付
け
」

に
対
す
る
意
見
表
明
な
ど
を
素
案

へ
盛
り
込
む
べ
き
と
す
る
認
識
で

一
致
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
法
制
化

さ
れ
る
前
段
階
か
ら
国
と
地
方
が

協
議
し
、
法
制
化
後
の
協
議
内
容

や
メ
ン
バ
ー
を
検
討
す
べ
き
と
の

認
識
が
示
さ
れ
た
。

各政党のマニフェスト等

民主党マニフェスト（Ｈ２１．０８．１１公表版）

○国と地方の協議の場を法律に基づいて設置します。

「民主党政策集ＩＮＤＥＸ２００９（Ｈ２１．０７．２３公表）」
分権改革 国と地方の協議の制度化
国と地方の協議を法制化し、地方の声、現場の声を聞きなが

ら国と地方の役割の見直しなどの地方分権施策を推進する。
これにより、国と地方の関係を「上下・主従の関係」から

「対等・協力の関係」に改める。

自民党政権公約２００９（Ｈ２１．０７．３１公表）

「改めます。日本を具体策で変える。１０」
地方分権を、前へ。メンバー（地方）全員が元気な、活力

あるチーム（日本）を。
国と地方の役割を明確にし、国が地方のやり方を縛ってい

る現状の打破へ。「地方のチカラ」を強めるため、国の出先
機関の廃止、補助金・税配分の見直しなどの「新地方分権一
括法案」成立させる。同時に、直轄事業負担金制度などの抜
本的見直しや、国と地方の協議機関設置の法制化を進める。

「自民党政策 BANK」（Ｈ２１．０７．３１公表）
６ 地域活性化・地方分権

地方分権のさらなる推進
また、地方分権をさらに進めるため、国と地方の協調に向

けた徹底的な議論が行えるよう、国と地方の代表者が協議す
る機関の設置を法制化する。

公明党マニフェスト（Ｈ２１．０７．２４公表）

「５．地方分権をすすめ、地域主権型道州制へ！」
新「地方分権一括法」の制定、国と地方の協議の場の法制化
地域主権型道州制の導入に先立ち、国と地方の役割、事務

事業の抜本的見直し、基礎自治体への権限移譲と自由度の拡
大のため、新しい地方分権一括法を制定する。その際、国と
地方の代表者等が地方自治に関して協議を行い、地方が権限
を有する「分権会議」（仮称）を法定する。

社民党マニフェスト統合版 生活再建１０の約束（Ｈ２１．０８．１０公表）

「再建５ 地域 元気でゆたかな地域へ」
１．分権・自治

○権限や財源の移譲、地方に関わる制度改正などについて、
政府と地方の代表者が協議を行う場として、「地方行財政会
議」を法制化します。

地方六団体のうち執行３団体から各政党への要請等

全国知事会

「大胆」で「逃げない」マニフェストを！
（Ｈ２１．０６．１８対各党要請文書）
２（７）国と地方の協議の場の法制化
国と地方の役割分担、国による関与・義務付け、国庫補助

負担金、地方税財政制度、地方への新たな事務・負担の義務
付けとなる法令・施策等について、政府と地方の代表者等が
協議を行う「（仮）地方行財政会議」を法律で設置する。

地方分権改革にかかる今後の行動指針
（Ｈ２１．０７．１５全国知事会議）
１（５）国と地方の協議の場の法制化
《基本方針》
地方の負担を伴う新たな事務事業等について、地方が一定

の権限を有し、その代表者等が政府と協議を行う「（仮）地
方行財政会議」の法律による設置を目指す。

全国市長会

政権公約に対する全国市長会要請
（Ｈ２１．０７．０９対各党要請文書）
１（４）地方分権改革推進のための法的枠組みの確立
○地方関連事項について政府と地方の代表者が対等の立場で
協議し、地方の意見を政府の政策立案・執行に反映させるた
め、法律に根拠を有する「（仮）地方行財政会議」を実現す
ること。

全国町村会

民主党マニフェストに対する意見
（Ｈ２１．０８．１１）
１．地方自治に関すること
（３）国と地方の協議の場を法制化すること

「「
国国
とと
地地
方方
のの
協協
議議
のの
場場
」」求求
めめ
るる

政
府
の
分
権
委
が
第
３
次
勧
告
で

（抜すい）

第１７３６号 平成２１年９月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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前
号
に
続
き
、
７
月
に
開
か
れ
た
本
会
委
員
会
で
の
講
演
要
旨
を

掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
連
載
は
今
号
で
終
了
し
ま
す
。

食
料
自
給
率
が
４０
％
と
先
進
国

中
最
低
の
我
が
国
で
は
、
自
給
率

引
上
げ
を
急
務
と
し
本
年
６
月
に

農
地
法
が
改
正
さ
れ
た
。
今
改
正

で
は
�
転
用
規
制
の
強
化
で
農
地

を
確
保
す
る
�
農
地
の
貸
借
規
制

を
見
直
し
、
集
積
の
円
滑
化
を
図

る
―
―
の
２
点
が
基
本
方
針
。
改

正
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
農
地
は
地
域

に
お
け
る
貴
重
な
資
源
で
あ
る
」

「
耕
作
者
に
よ
る
地
域
と
の
調
和

に
配
慮
し
た
権
利
取
得
を
促
進
す

る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
「
農
地

の
権
利
者
は
適
正
か
つ
効
率
的
な

利
用
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
責
務
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

具
体
的
改
正
は
次
の
と
お
り
。

▽
転
用
規
制
の
強
化
で
は
、
従

来
は
許
可
不
要
で
あ
っ
た
農
地
を

国
・
都
道
府
県
が
設
置
す
る
公
共

施
設
用
地
に
転
用
す
る
場
合
、
都

道
府
県
知
事
・
農
林
水
産
大
臣
な

ど
許
可
権
者
と
の
協
議
が
必
要
と

な
り
、
違
反
転
用
に
関
し
原
状
回

復
の
た
め
行
政
代
執
行
措
置
を
創

設
。さ
ら
に
、違
反
転
用
に
対
す
る

罰
則
強
化
及
び
農
林
水
産
大
臣
が

知
事
に
対
し
農
地
転
用
許
可
事
務

の
是
正
を
要
求
で
き
る
と
し
た
。

▽
農
地
の
権
利
移
動
規
制
の
見

直
し
で
は
、
１
�
周
辺
地
域
の
農

業
上
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利

用
に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
、
農
地
の
権
利
移
動
は
不

許
可
と
し
た
。
２
�
農
地
の
貸
借

は
従
来
の
農
作
業
に
常
時
従
事
す

る
個
人
ま
た
は
農
業
生
産
法
人
で

あ
る
と
の
要
件
を
緩
和
し
た
が
�

農
地
を
適
正
に
利
用
し
な
い
場

合
、
貸
借
の
解
除
を
す
る
旨
の
条

件
を
契
約
に
付
す
�
他
の
農
業
者

と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に

継
続
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

を
行
う
と
見
込
ま
れ
る
�
法
人
で

は
、
そ
の
業
務
執
行
役
員
の
う
ち

１
人
以
上
の
者
が
農
業
に
常
時
従

事
す
る
―
―
な
ど
の
条
項
が
課
さ

れ
た
。
３
�
許
可
を
受
け
た
者
が

要
件
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場

合
、
農
業
委
員
会
が
勧
告
な
り
許

可
の
取
り
消
し
な
ど
の
措
置
を
講

じ
る
。
４
�
農
業
生
産
法
人
は
農

業
者
中
心
の
法
人
と
い
う
性
格
を

維
持
し
た
上
で
、
出
資
制
限
に
つ

い
て
�
生
産
法
人
に
農
作
業
を
委

託
し
て
い
る
者
も
農
地
を
貸
し
て

い
る
者
と
同
様
の
、
議
決
権
制
限

を
設
け
な
い
構
成
員
と
す
る
�
農

商
工
連
携
な
ど
、
関
連
事
業
者
の

議
決
権
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
と

し
た
。
５
�
権
利
取
得
の
下
限
面

積
の
特
例
設
置
を
従
来
の
知
事
か

ら
、
現
場
に
近
い
農
業
委
員
会
の

認
定
と
す
る
。６
�相
続
等
で
農
地

を
取
得
す
る
場
合
、
農
業
委
員
会

へ
の
届
け
出
が
義
務
化
さ
れ
た
。

▽
遊
休
農
地
対
策
の
強
化
で

は
、
遊
休
農
地
は
従
来
の
市
町
村

指
定
か
ら
農
業
委
員
会
が
指
定
す

る
。
加
え
て
、
所
有
者
が
判
明
し

な
い
遊
休
農
地
は
知
事
の
裁
定
で

担
い
手
が
使
用
可
能
と
し
た
。

ま
た
▽
農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業
が
農
地
法
と
と
も
に
農
地
の

集
積
を
促
進
す
る
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
お
い
て
新
設
さ

れ
、
農
地
集
積
推
進
の
た
め
に
市

町
村
・
市
町
村
農
業
公
社
・
農
協

等
の
農
地
所
有
者
か
ら
の
貸
付
の

代
行
が
可
能
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
▽
農
用
地
利
用
集
積
計

画
策
定
の
円
滑
化
で
は
、
一
つ
の

農
地
を
複
数
の
者
が
相
続
し
て
い

る
共
有
農
地
の
場
合
、
５
年
以
内

で
の
利
用
で
あ
れ
ば
、
共
有
者
全

員
で
は
な
く
、
共
有
持
分
の
２
分

の
１
超
の
同
意
で
貸
付
を
可
能
と

し
た
。ま
た
、特
定
農
業
法
人
の
範

囲
の
拡
大
に
よ
り
、
担
い
手
が
い

な
い
地
域
で
は
、
農
業
生
産
法
人

以
外
の
貸
借
が
可
能
と
な
っ
た
。

な
お
、
農
地
法
改
正
に
伴
い

「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」も
改
正
さ
れ
、農
用
地
面

積
の
目
標
の
達
成
が
著
し
く
低
い

都
道
府
県
の
知
事
に
農
林
水
産
大

臣
が
是
正
要
求
を
行
う
こ
と
を
可

能
と
し
た
。
加
え
て
農
用
地
区
域

か
ら
の
除
外
を
厳
格
化
し
、
担
い

手
に
対
す
る
利
用
の
集
積
に
支
障

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
を
認
め

ず
、
優
良
農
地
を
守
っ
て
い
く
。

さ
ら
に
農
協
法
も
改
正
さ
れ
、

担
い
手
が
不
足
す
る
地
域
に
つ
い

て
、
農
協
に
よ
る
農
業
経
営
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
は
平
成
１７
年
に
３８

万
６
０
０
０
�
と
い
う
埼
玉
県
に

匹
敵
す
る
面
積
で
あ
っ
た
。
２０
年

に
耕
作
放
棄
地
の
全
体
調
査
と
し

て
�
草
刈
り
程
度
で
再
生
可
能
�

機
械
等
の
使
用
が
必
要
�
原
野
化

し
て
再
生
不
能
と
い
う
区
分
を
各

農
業
委
員
会
に
依
頼
し
た
結
果
、

�
�
が
全
体
で
１５
万
�
、
そ
の
内

農
用
地
区
域
は
８
万
３
０
０
０
�

で
あ
り
、
１０
万
�
の
耕
作
放
棄
地

を
２３
年
度
ま
で
に
解
消
す
る
こ
と

が
目
標
と
な
っ
た
。

耕
作
放
棄
地
の
解
消
策
は
�
農

地
制
度
の
見
直
し
で
農
地
貸
借
を

簡
易
化
し
、
引
受
け
手
の
増
加
を

図
る
�
耕
作
放
棄
地
緊
急
対
策
を

水
田
等
有
効
活
用
促
進
交
付
金
等

と
組
み
合
わ
せ
、
支
援
を
充
実
す

る
２
点
が
上
げ
ら
れ
る
。

本
年
度
新
設
さ
れ
た
耕
作
放
棄

地
再
生
利
用
緊
急
対
策
は
、
ハ
ー

ド
面
で
は
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用

交
付
金
と
し
て
、
荒
廃
程
度
に
応

じ
１０
�
当
た
り
３
〜
５
万
円
の
支

援
と
、
重
機
等
を
用
い
た
場
合
に

は
２
分
の
１
の
補
助
、
再
生
後
も

土
づ
く
り
に
２
年
間
１０
�
当
た
り

２
万
５
０
０
０
円
の
補
助
。
作
付

け
で
は
１
年
に
１０
�
当
た
り
２
万

５
０
０
０
円
の
補
助
と
、
農
業
用

機
械
を
地
域
協
議
会
が
購
入
し
て

農
家
に
貸
す
場
合
の
助
成
、
農
業

用
施
設
整
備
・
ハ
ウ
ス
・
果
樹
棚

な
ど
の
設
置
に
対
す
る
支
援
を
行

う
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
の
農
業

法
人
等
で
の
研
修
費
や
農
作
物
の

加
工
品
の
試
作
、
試
験
販
売
の
助

成
。
関
連
水
路
・
農
道
・
暗
渠
・

鳥
獣
被
害
の
防
止
施
設
等
に
対
す

る
２
分
の
１
補
助
。
農
産
物
の
加

工
施
設
、
直
売
所
、
農
業
体
験
施

設
と
し
て
の
市
民
農
園
な
ど
に
も

２
分
の
１
が
支
援
さ
れ
る
。

ソ
フ
ト
面
で
は
耕
作
放
棄
地
再

生
利
用
推
進
交
付
金
と
し
て
、
地

域
協
議
会
に
対
す
る
指
導
・
助
言

等
を
行
う
、
都
道
府
県
協
議
会
推

進
事
業
や
荒
廃
状
況
等
の
詳
細
調

査
、
農
地
利
用
調
整
な
ど
様
々
な

施
策
に
支
援
さ
れ
る
。

（
要
約
・
産
業
経
済
委
員
会
担
当
）

本会

各各
委委
員員
会会
でで
のの
講講
演演
要要
旨旨
�５・終�

産
業
経
済
委
員
会

農
地
法
改
正

農
林
水
産
省
経
営
局

構
造
改
善
課
農
地
業
務
室
長

澁

川

泰

夫

氏

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局

農
村
計
画
課
総
務
班
長

河

嶋

正

敏

氏

耕
作
放
棄
地
対
策

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農
村
計
画
課

遊
休
農
地
対
策
企
画
班
長

富

澤

直

満

氏

（３） 平成２１年９月１５日 第１７３６号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

行行
事事
予予
定定

▼
議
長

▽
三
島

足
立

馨（
６
・
２３
）

▽
さ
ぬ
き

鶴
身

正（
６
・
２３
）

▽
行
田

大
河
原
梅
夫（
６
・
２４
）

▽
阿
波

三
浦
三
一（
６
・
２４
）

▽
福
岡

光
安

力（
６
・
２４
）

▽
文
京

武
澤
房
吉（
６
・
２５
）

▽
宇
都
宮

今
井
昭
男（
６
・
２５
）

▽
小
山

石
渡
丈
夫（
６
・
２５
）

▽
島
原

大
場
博
文（
６
・
２５
）

▽
館
山

吉
田
惠
年（
６
・
２６
）

▽
野
田

小
倉
妙
子（
６
・
２６
）

▽
千
歳

石
川
一
郎（
６
・
２９
）

▽
船
橋

興
松

勲（
６
・
２９
）

▽
富
士
吉
田
太
田
利
政（
６
・
２９
）

▽
千
葉

小
�
輝
信（
６
・
３０
）

▽
福
山

小
川
眞
和（
６
・
３０
）

▽
い
ち
き
串
木
野

丸
山
善
一（
６
・
３０
）

▽
あ
わ
ら

丸
谷
浩
二（
７
・
１
）

▽
富
士

小
長
井
義
正（
７
・
１
）

▽
尼
崎

蔵
本
八
十
八（
７
・
７
）

▽
さ
い
た
ま
関
根
信
明（
７
・
９
）

▽
三
浦

中
谷
博
厚（
７
・
１０
）

▽
あ
き
る
野
市
倉
理
男（
７
・
１６
）

▽
�
江

山
�
文
男（
７
・
２３
）

▽
蕨

川
島
善
�（
７
・
２４
）

▽
大
月

小
俣
昭
男（
７
・
２７
）

▽
加
古
川

名
生
昭
義（
７
・
２９
）

▽
向
日

荻
野

浩（
７
・
３０
）

▽
本
宮

矢
島
義
謙（
７
・
３１
）

▽
本
庄

早
野

清（
７
・
３１
）

▽
尾
花
沢

井
上
拓
夫（
８
・
３
）

▽
東
根

清
野
貞
昭（
８
・
６
）

▽
刈
谷

西
口
俊
文（
８
・
６
）

▽
長
浜

青
木
甚
浩（
８
・
７
）

▽
厚
木

石
射
正
英（
８
・
１０
）

▼
副
議
長

▽
上
山

岩
田
孔
一（
５
・
１５
）

▽
三
島

石
渡
光
一（
６
・
２３
）

▽
さ
ぬ
き

八
木

弘（
６
・
２３
）

▽
中
津

池
田
勝
一（
６
・
２３
）

▽
行
田

野
口
啓
造（
６
・
２４
）

▽
周
南

岸
村
敬
士（
６
・
２４
）

▽
阿
波

出
口
治
男（
６
・
２４
）

▽
文
京

渡
辺
雅
史（
６
・
２５
）

▽
宇
都
宮

南
木
清
一（
６
・
２５
）

▽
小
山

塚
原
一
男（
６
・
２５
）

▽
島
原

島
内
俊
光（
６
・
２５
）

▽
館
山

福
岡
信
治（
６
・
２６
）

▽
野
田

齊
藤
登
美
生（
６
・
２６
）

▽
東
広
島

中
平
好
昭（
６
・
２６
）

▽
千
歳

田
中

哲（
６
・
２９
）

▽
船
橋

高
木

明（
６
・
２９
）

▽
富
士
吉
田
勝
俣
米
治（
６
・
２９
）

▽
福
山

川
�
卓
志（
６
・
３０
）

▽
い
ち
き
串
木
野

上
夷
慶
克（
６
・
３０
）

▽
あ
わ
ら

北
島

登（
７
・
１
）

▽
千
葉
上
村
井
真
知
子（
７
・
１
）

▽
富
士

稲
葉
寿
利（
７
・
１
）

▽
松
山

猪
野
由
紀
久（
７
・
１
）

▽
尼
崎

杉
山
公
克（
７
・
７
）

▽
さ
い
た
ま
野
口
�
明（
７
・
９
）

▽
三
浦

北
川
年
一（
７
・
１０
）

▽
あ
き
る
野
合
川
哲
夫（
７
・
１６
）

▽
�
江

末
本
幸
夫（
７
・
２３
）

▽
蕨

比
企
孝
司（
７
・
２４
）

▽
大
月

小
泉
二
三
雄（
７
・
２７
）

▽
加
古
川

西
多

攻（
７
・
２９
）

▽
向
日

石
原

修（
７
・
３０
）

▽
本
宮

作
田

博（
７
・
３１
）

▽
尾
花
沢

鈴
木

忠（
８
・
３
）

▽
東
根

秋
葉
征
士（
８
・
６
）

▽
刈
谷

加
藤
賢
次（
８
・
６
）

▽
長
浜

福
嶋
一
夫（
８
・
７
）

▽
妙
高

下
鳥
美
知
子（
８
・
１０
）

▽
厚
木

佐
藤
知
一（
８
・
１０
）

香香
川川
県県
のの
巻巻

日
本
で
一
番
面
積
が
狭
い
香
川

県
。
瀬
戸
大
橋
や
金
毘
羅
宮
で
も

知
ら
れ
る
が
、
全
国
区
の
知
名
度

を
誇
る
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

コ
シ
の
強
い
讃
岐
う
ど
ん
で
あ

る
。
一
説
に
は
信
号
の
数
よ
り
多

い
と
も
い
わ
れ
る
う
ど
ん
屋
だ

が
、
現
在
、
大
小
合
わ
せ
て
８
０

０
軒
以
上
も
存
在
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
多
く
は
自
分
で
好
み
の
だ

し
を
か
け
た
り
、
具
を
ト
ッ
ピ
ン

グ
し
た
り
す
る
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

ス
タ
イ
ル
。
お
好
み
焼
き
村
や
ラ

ー
メ
ン
横
丁
の
よ
う
に
、
う
ど
ん

屋
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
県
内
の
あ
ち
こ
ち
に
点
在

し
、
喫
茶
店
な
ど
で
も
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
手
打
ち
う
ど
ん
を
提
供
す

る
店
も
あ
り
、
３
度
の
食
事
や
お

や
つ
に
と
、
香
川
人
の
生
活
に
密

接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

最
近
は
讃
岐
う
ど
ん
ブ
ー
ム
で

県
外
か
ら
食
べ
歩
き
に
訪
れ
る
人

も
増
え
た
が
、
香
川
人
に
と
っ
て

は
あ
ま
り
に
も
日
常
的
な
食
べ
物

な
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
評
判
の
店
に

食
べ
に
出
か
け
る
こ
と
も
な
く
、

近
所
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
有
名
店

の
う
ど
ん
は
食
べ
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
人
の
ほ
う
が
多
い
の
だ
。

香
川
を
含
め
る
四
国
は
、
４
つ

の
県
が
同
じ
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

他
県
の
人
か
ら
持
た
れ
る
が
、
テ

レ
ビ
番
組
が
瀬
戸
内
海
を
挟
ん
だ

向
か
い
の
岡
山
と
同
じ
系
列
の
も

の
が
放
映
さ
れ
て
い
る
の
で
、
香

川
人
に
と
っ
て
は
、
高
知
や
愛

媛
、
徳
島
の
他
の
四
国
三
県
よ

り
、
岡
山
の
ほ
う
に
シ
ン
パ
シ
ー

を
感
じ
て
い
る
。

そ
し
て
夏
場
、
香
川
人
が
何
よ

り
恐
れ
る
の
は
給
水
制
限
だ
。
四

国
山
脈
、
北
は
中
国
山
脈
に
さ
え

ぎ
ら
れ
て
雨
雲
が
や
っ
て
来
に
く

い
香
川
は
、
雨
が
少
な
く
、
慢
性

的
な
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。
傘
を
一
本
も
持
っ
て
い
な
く

て
も
暮
ら
せ
る
ほ
ど
雨
が
降
ら
な

い
。そ

の
た
め
、
あ
ち
こ
ち
に
た
め

池
と
「
節
水
！
」
を
呼
び
か
け
る

ポ
ス
タ
ー
が
あ
り
、
香
川
の
水
が

め
と
呼
ば
れ
る
早
明
浦
（
さ
め
う

ら
）
ダ
ム
の
水
位
に
敏
感
な
香
川

人
。
貯
水
率
が
小
学
校
の
試
験
に

出
た
り
、
水
位
の
話
題
が
挨
拶
代

わ
り
に
も
な
っ
た
り
す
る
ほ
ど
県

民
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
基
本

的
に
川
は
干
上
が
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
る
の
で
、
台
風
の
後
な
ど

に
、
川
に
水
が
い
っ
ぱ
い
流
れ
て

い
る
の
を
見
る
と
感
動
す
る
の

だ
。そ

ん
な
香
川
人
の
最
近
の
自
慢

は
、
映
画
「
世
界
の
中
心
で
、
愛

を
叫
ぶ
」
の
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
こ

と
。う
ど
ん
と
と
も
に
、�
セ
カ
チ

ュ
ー
�の
街
と
し
て
も
知
っ
て
ほ
し

い
と
、控
え
め
に
願
っ
て
い
る
。

大
山
圓
賀
氏
（
お
お
や
ま
・
ま

ど
か
�
香
川
県
東
か
が
わ
市
議
会

議
長
）

９
月
７
日
逝
去
、
６０
歳
。

葬
儀
は
９
月
９
日
、
東
か
が
わ

市
内
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主
は

長
男
、
雅
史
氏
。

▽
９
月
２９
日

建
設
運
輸
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
１５
時
、

酒
田
市
）

▽
１０
月
１
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部
会
長
会
議
（
午
後
３
時

半
、
富
山
市
）

▽
１０
月
１９
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

（
午
後
３
時
半
、
富
士
吉
田
市
）

▽
１０
月
１９
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
後
３
時
半
、

全
国
都
市
会
館
）

お
知
ら
せ

本
紙
９
月
２５
日
付
第
１

７
３
７
号
は
、
第
１
７
３

８
号
と
併
せ
、
１０
月
５
日

付
第
１
７
３
７
・
３
８
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

日
本
全
国「
ご
当
地
の
ヒ
ミ
ツ
」

《４》

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

永
浜
敬
子

時の話題

議議
会会
人人
事事
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